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※１２月の観測回数／その年の観測回数

２０１１ ２０１２ ２０１３

６／１４ １２／７３ ２１／４８

２０１４ ２０１５ ２０１６

６７／７９ １４／２８ １５／２７





・解析ソフトを使用し、撮影した
スプライトを３Ｄ化する

・キャロットスプライトの３Ｄ化
に挑戦する

・誤差が生じた時、３Ｄ化した時
にどのくらい影響を及ぼすのか
調べる



UFOCaptureで上空の動きを撮影



動画の解析＆整理

解析したデータの提供





スプライトが
発生した座標を得る

プログラミング
↓
３Ｄ化





東経 13５.21°

北緯 34.71°

標高 150m

東経 134.34°

北緯 34.2５°

標高 19m

神戸高校からの画像 三本松高校からの画像



１２月６日 ４時３１分２秒頃



１２月６日 ４時３８分３４秒頃



１２月６日 ４時４１分３７秒頃



１２月７日 ２２時５７分２秒頃



スプライトを3D化すると
バラバラになってしまった
何が原因か？



3D化作業途中のキャロット
スプライトを上から見た図

スプライトアナライザーで
出力されたデータを入力し
てソフトを実行するとバラ
バラになっていた？？？



原因

①観測地点の明るさの違いによるスプラ
イトの見え方

②使用する２つスプライトの静止画は観測
相手校とまったく同じ形のスプライトでは
ないこと

③手作業によるずれ



神戸高校 三本松高校

観測した地点の周りの明るさによっ
て暗い部分まで見えるか見えないか
で生じる誤差



上三本松高校
下神戸高校

動画１コマ１コマを並べた画像



UFO Analyzer V2でマウスを
使いスプライトの上端、下
端をクリックし、その場所
を同時観測した２地点の方
位角、仰角を用い、経度
緯度 発生高度をSprite 

Analyzerを用いて求める。

この時に本来との場所との
誤差が生じる



UFO Analyzer V2でスプライトの上端下端を正しく取ったデータとパソ
コンの画面上で上に5mmわざとずらしたデータ、下に5mmずらした
データの３つを用意する。（普段自分たちが使うモニター上で5mm）

正しく取ったもの 上に5mmずらしたもの 下に5mmずらしたもの

上：三本松高校
下：神戸高校

定規を用い
5mmずらし
て点を打つ

＊両校とも上端も下端も同方向に5mmずらす



次に３つのデータごとの経度 緯度 発生高度をSprite 

Analyzerで同時観測した２地点の方位角、仰角を用い求める。
後はそれぞれの平均をもとめて3D化し、3D化したものと座標
データから誤差による影響を調べる。

正しく取ったもの 上に5mmずらしたもの 下に5mmずらしたもの

↓3D化したもの→



上に5mmずらした場合は東経は東に0.01225° 北緯は
北に0.018°発生高度は上に5.2km 地図上では
2.287762kmずれることがわかった。また下に5mmずら
した場合は東経は西に0.0006°北緯は南に0.01855°発
生高度は下に2.9km地図上では2.065685 kmずれること
がわかった。

正しく取ったもの

上に5mmずらしたもの

下に5mmずらしたもの



UFO Analyzer V2で打つ点が5mmずれてしまうと約2km

本来の位置からスプライトがずれてしまう。（神戸高
校と三本松高校の場合）

下に5mmずらした時よりも上に5mmずらした時のほう
が大きくずれたのはUFO Analyzer V2は座標を２校の方
位角、仰角を用いて計算しているため。（両校からの
方位角はほとんど同じで、仰角のみ大きくすると、よ
り遠い場所で交わることになり誤差が大きくなったと
考えられる）

3D化がうまくいかなかったのは本来の場所とは違う点
をクリックしていたため。



・キャロットスプライトをもう少しうま
く３Ｄ化できるようにする

・２校と他の地点からのデータを活用し、

より正確な座標を求められるようにする

・時間を正確に合わせる

・スプライトの数が減少している理由を
調べる



ご静聴ありがとうございました


